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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

有 機太陽電池等に利 用される有 機 分 子結晶薄 膜における結晶構 造及び表
面morphologyを原子間力顕微鏡（Atomic Force Microscopy）を用いて分析する
ことにより、それら結晶薄膜における電子構造との相関に関する研究をを行う。

実験
Experimental

分子科学研究所において、原子間力顕微鏡（AFM）を用いて有機分子PTCDI-C8の
自己組織化結晶膜の表面構造を可視化した。

結果と考察
Results and Discussion

我々が作成したPTCDI-C8分子薄膜をAFMを用いて観測した結果、表面においては
数分子単位の凹凸しか存在せず、極めて平坦な分子膜が形成されていることが明ら
かになった。これは界面ヘテロ接合などを介した本物質のデバイス応用等において
重要な知見である。さらに、表面において幅数百nm程度の微結晶が無数に存在す
ること、及び、それら微結晶の高さ（面直方向）がバルク単結晶の単位格子におけ
る分子長軸方向の基本並進距離に概ね一致していることから、本分子薄膜サンプル
においては微小単結晶(幅~100 nm程度)が面直方向に整列するとともに面内方向に
おいては概ね無秩序に近い配向で自己組織化しているとの考察を得た。 我々の研究
プロジェクトにおいては、上記の表面morphologyに関する知見と、既に実施済み
である光電子分光を用いた電子構造の観測結果を組み合わせることにより、本物質
が太陽電池などのデバイス内においてエネルギー輸送を担う電子・正孔の振る舞い
の本質に迫ることができると考えられる。
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